
件　名

名　称

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

表　　　　紙

図面

番号

仕様書

番　号

１／８

（０７）埋設管補修工事

令和　７年　５月　８日

（０７）埋設管補修工事

５１



アスファルト舗装工

路盤工

配管工

仕　様　書 
１　件　　名 

２　工事場所 

栃木県宇都宮市茂原１－５－４５　陸上自衛隊宇都宮駐屯地 

土木工事、機械設備設備工事　一式

４　一般事項

(1)　本件は本仕様書による他、下記仕様書及び関係諸規則に基づくものとする。 

(2)　本仕様書に議事が生じた場合は、監督官と協議を行いその指示に従うものとする。

(3)　現場の収まり等により、軽微な変更の必要性が生じた場合は、監督官と調整しその指示に従

うものとする。ただし、請負金額、納期等の変更は行わないものとする。

(4)　工事実施に関して、隊員及び部外者に障害等を与えた場合、または施設等に汚損を与えた場

合は、受注者の責任において保障するものとする。

(5)　工事に先立ち監督官と協議の上、実施工程表を作成し提出するものとする。

(6)　図面・材料等の見本は、必要に応じ監督官に提出するものとする。

(7)　現場で火気を使用する場合は、監督官に申告した後必要な手続きを行い、許可された後に使

用する。（各種溶接作業を含む。）

(8)　撤去品が発生した場合、金属類発生材は、関係書類提出後監督官が指示する場所に搬入する

ものとし、その他は全て廃棄物の処理及び清掃に関する法律に関する法律に基づき適正に処理

するものとする。また、処理の結果は書面（産業廃棄物管理票等）にて納期までに提出するも

のとする。

(9)　工事写真は、各工事工程表の使用材料及び施工後隠蔽になる箇所、その他監督官の指示する

箇所を撮影し、整理の上１部提出するものとする。

(10)　工事現場及び許可された場所以外への無断立入等は厳禁とする。

(11)　工事完了後は、作業現場の後片付け及び清掃を行うものとする。

工　事

名　称

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

縮　尺

図　示

図面

番号

５　特記事項

図　面

名　称
仕様書

(1)　土木工事

３　工事概要 

掘削及び埋戻し

ア　掘削幅は、施工可能な範囲の最小とする。　

イ　埋戻しは、根切り土の中の良質土により、１層の仕上り厚さが、０.３ｍ以下となるよう

均一に締固める。また、埋戻しに際して地中埋設物に損傷を与えないよう注意する。

ウ　掘削箇所には、バリケード、安全灯等を設置する他、道路横断箇所には通行に支障を来

たさないよう調整マット、仮設歩道（手すり共）等を設ける。

アスファルト舗装材は、下表のとおりとする。

ア　振動ローラ等で入念に締固めを行うものとする。

イ　路盤材は、下表のとおりとする。

材　料 規　格

再生密粒度アスファルト混合物（１３）

プライムコート　ＰＫ-３

アスファルト混合材

乳材

材　料 規　格

上層路盤材

下層路盤材

粒度調整砕石　Ｍ-３０

再生クラッシャラン　ＲＣ-４０

(2)　機械設備工事

呼　称

鋼管

名　称

圧力配管用炭素鋼鋼管

規　格

ア　蒸気給気管、蒸気還管に使用する材料については、以下のものとする。

黒管　ｓｃｈ４０

注）規格にない鋼製溶接式管継手の、材料、製造方法、品質等は、ＪＩＳに準ずるものとする。

イ　接合方法については、溶接接合とする。

ウ　配管については、ローラバンド等で支持するものとする。

２／８

保温工

ア　保温材については、以下のとおりとする。

配管名

蒸気給気管

蒸気還管

呼び径

２００Ａ

８０Ａ

使用材料

グラスウール保温筒

グラスウール保温筒

厚　さ

４０㎜

４０㎜

備　考

暗渠内

暗渠内

イ　ラッキング材については、以下のとおりとする。

呼び径

８０、２００

使用材料

ステンレス鋼板

塗装工

新設配管及び継手については、素地ごしらえ後、錆止めペイントを２回塗布するものとする。
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工　事

名　称

図　面

名　称
仕様書

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

図面

番号

縮　尺

図　示

３／８

ウ　保温の厚さは、上記のものとする。また、保温の厚さは、保温材主体の厚さとし、外装及

び補助材の厚さは含まないものとする。

エ　保温施工順序は、グラスウール保温筒、鉄線、ポリエチレンフィルム、着色アルミガラス

クロス、ステンレス鋼板とする。

オ　鉄線巻きは、原則として、帯状材の場合は、５０ｍｍピッチ（スパイラルダクトの場合は

１５０ｍｍピッチ）以下にらせん巻き締め、筒状材の場合は１本につき、ロックウールフェ

ルト及び波形保温板の場合は５００ｍｍ以下に１箇所以上、２巻き締めとする。

カ　保温の見切り部端面は、使用する保温材及び保温目的に応じて必要な保護を行うものとす

る。

既設配管と接続前に新設配管を乾燥空気等を用いて気密試験を行う。

試験

(3)　その他

ア　本件に使用する材料は、本仕様書及び図面に定める品質及び性能を有する新品とし、監督

官の検検査を受け合格を得たものとする。

イ　本仕様書及び図面に記載並びに監督官の指示がなくとも技術的に当然なすべき事は実施す

るものとする。

ウ　本仕様書及び図面に記載の寸法等はあくまでも標準を示したものであるため、必ず現場確

認を行い、施工するものとする。

エ　工事において必要な電気水道は、すべて請負業者の負担において用意するものとする。

オ　本件の工事については、契約締結後速やかに実施するものとし、細部日程については、監

督官の調整によるものとする。

する。

カ　本工事の補償については、竣工検査後自然災害又は官側の過失によるものを除き１年間と

キ　工事実施時間は０８１５から１７００までとし、停電日等の監督官が指定した日を除き、

土曜日、日曜日及び祝祭日の作業は、原則として実施しないものとする。
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工　事

件　名

図　面

名　称
案内図、配置図

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

図面

番号

縮　尺

図　示

東武宇都宮

ＪＲ東北本線

青森
国道４号線
福島

河内

盛岡

宇都宮駅

国道１２３号線

国道新４号線
真岡

石橋

東北新幹線

国道４号線
国道１１９号線

ＪＲ日光線

日光
東武宇都宮線

宇都宮駐屯地

雀宮駅 上野
東京

N N

配置図　S＝１／X

案内図　S＝１／X

施工範囲

４／８
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    MH1（既設）内　既設の給気管及び還水管（L＝各1000）撤去後、既設ﾍｯﾀﾞｰﾌﾗﾝｼﾞ部へ接続

既設U字溝内配管新設（給気管200A）

既設U字溝内配管新設（還水管80A）

1

新設U字溝内配管新設（給気管200A）

新設U字溝内配管新設（還水管80A）

2

    MH1（既設）内　口径　225×1個所、100×1個所

36号隊舎

MH1(既設) 既設桝1 既設桝2

HH1(新設)

浸透桝新設
(RB桝 500φ 1250H)

ﾌﾗﾝｼﾞ部（80A）へ接続
新設還水管（80A）を既設架空還水管

HH2(新設)
既設給気管（200A）

ﾎﾞｲﾗｰ室

給気ﾍｯﾀﾞｰへ

既設還水管（80A）

既設架空還水管（80A）

還水槽へ

注記）

N

    HH2（新設）内　口径　225×2個所

    MH2（既設）内　口径　225×3個所、100×3個所

 6　各MH、HH配管貫通（ｺﾝｸﾘｰﾄ壁貫通）　ｺﾝｸﾘｰﾄ厚180

 5　各継手等の仕様は、JIS10Kとする。

    MH2（既設）～HH2（新設）間　複式伸縮継手　200A×2、80A×2

　　　　　　　　　　　　　　　  単式伸縮継手　200A×4、80A×4

　　　　　　　　　　　　　　　  ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ　200A×3、80A×3

    MH1（既設）～MH2（既設）間　複式伸縮継手　200A×2、80A×2

　　　　　　　　　　　　　　　  単式伸縮継手　200A×4、80A×4

　　　　　　　　　　　　　　　  ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄ　200A×2、80A×2

 3　官側が指定する個所に伸縮継手、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙｼﾞｮｲﾝﾄを新設する。

    HH2（新設）内　既設給気管（L＝1000）撤去後、既設ﾌﾗﾝｼﾞ部へ接続

    MH2（既設）内　既設の給気管及び還水管（L＝各1000×2）撤去後、既設ﾍｯﾀﾞｰﾌﾗﾝｼﾞ部へ接続

 2　新設給気管（200A）及び還水管（80A）の接続

    MH2（既設）～HH2（新設）間　新設U字溝内（但し、還水管は、既設架空還水管接続部まで）

    MH1（既設）～MH2（既設）間　既設U字溝内

 1　給気管（200A）、還水管（80A）の新設範囲

 4　U字溝内、配管支持材（ｱﾝｸﾞﾙ鋼材　50×50　t3.2　溶融亜鉛鍍金）は2mﾋﾟｯﾁで取り付け、配管をﾛｰﾗｰﾊﾞﾝﾄﾞ等で支持すること。

MH2(既設)

既設U字溝（W300×H450）

既設U字溝（W300×H450）

浸透桝新設
(RB桝 500φ 1250H)

2

3

浸透桝新設
(RB桝 500φ 1250H)

4

5

6

3

    緑地帯：1種

    車道　：2種

    600幅　鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製

 7　新設U字溝

 8　新設U形用蓋

   緑地帯：1種　600

   車道　：2種　600

   官側が指定する箇所にU字溝用点検蓋（鋼製　600×600　16枚）を新設

 9　新設U字溝と新設浸透桝間は、塩ビ管（75φ）で接続する。

10　U字溝等新設時に発生する残土は、場外処分とする。

11　新設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ　参考規格：1800m×1800mm×2000mm　鉄蓋付き

12　新設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙを設置する際は、基礎砕石を厚さ100mm、幅を製品外幅＋100mmにて敷設し、十分転圧を行い、

    ﾓﾙﾀﾙでﾚﾍﾞﾙ調整を行うこと。

13　既設埋設蒸気管の設置状況により新設ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙは、現場打ちに変更する。

凡例

記　号 備　　考名　　称

MH ﾏﾝﾎｰﾙ

HH ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ

No. 断面図番号

浸透桝（RB桝 500φ 1250H）

工　事

名　称

図　面

名　称

図面

番号

縮　尺

図　示
平面図

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

５／８

58.561ｍ

79.929ｍ

69.300ｍ

65.540ｍ

新設

新設

別図参照

（０７）埋設管補修工事

令和　７年　５月　８日



M‐30

RC‐40

土砂

U形用蓋 U形用蓋

ｱﾝｸﾞﾙ鋼材 ｱﾝｸﾞﾙ鋼材

ｱﾝｸﾞﾙ鋼材 ｱﾝｸﾞﾙ鋼材

ｱｽﾌｧﾙﾄ

M‐30

RC‐40

ｱｽﾌｧﾙﾄ

M‐30

RC‐40

ｱｽﾌｧﾙﾄ

M‐30

RC‐40

U形用蓋 U形用蓋U形用蓋 U形用蓋

ｱｽﾌｧﾙﾄ

M‐30

RC‐40

ｱｽﾌｧﾙﾄ

M‐30

RC‐40

ｱｽﾌｧﾙﾄ

S：200A

S：200A

緑地帯

（土砂）

土砂 土砂

１ 竣工前 １

２ 竣工後２

工　事

件　名

図　面

名　称

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

番号

縮　尺
掘削断面図

図　示

竣工後

竣工前

S＝１／２０

S＝１／２０

S＝１／２０

S＝１／２０
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ｱｽﾌｧﾙﾄｱｽﾌｧﾙﾄ ｱｽﾌｧﾙﾄ

RC‐40 RC‐40RC‐40

M‐30M‐30 M‐30
U形用蓋 U形用蓋

土砂 土砂 土砂

ｱｽﾌｧﾙﾄ

M‐30

RC‐40

緑地帯 土砂土砂 ｱﾝｸﾞﾙ鋼材

ｱﾝｸﾞﾙ鋼材 ｱﾝｸﾞﾙ鋼材

U形用蓋

（土砂）

S：200A

３ ３

４ ４竣工前

竣工前 竣工後

竣工後

工　事

図　面

件　名

名　称

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

縮　尺

図　示

図面

番号

掘削断面図

S＝１／２０

S＝１／２０

S＝１／２０

S＝１／２０
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ｱﾝｸﾞﾙ鋼材

S：200A

U形用蓋

土砂 土砂ｱﾝｸﾞﾙ鋼材

U形用蓋

ｱｽﾌｧﾙﾄ ｱｽﾌｧﾙﾄ

RC‐40

M‐30

RC‐40

M‐30
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RC‐40

M‐30

緑地帯

(土砂)

S：200A

竣工前 竣工後

竣工後竣工前

５ ５

６ ６

工　事

件　名

図　面

名　称
掘削断面図

陸上自衛隊宇都宮駐屯地業務隊管理科

図面

番号

縮　尺

図　示

S＝１／２０ S＝１／２０

S＝１／２０ S＝１／２０
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